
田中組の旧本社に

江戸時代から続く

一本のかりんの木

がありました。ふふ

丸は「家族愛」「お客

様第一主義」の象徴

と し て 生 ま れ た

キャラクターです!

91周年は「SDGsイヤー」
　田中組は2022年1月28日
で創立91周年を迎えまし
た！ 90周年を機にスタート
した「90 ー 100プロジェク
ト」はセカンドシーズンへと
突入。同日、イベントを開催
し、91周 年 の 目 標 で あ る
「SDGs推進」に関連したプロ

グラムで構成されました。
田中組として取り組む意義
　田中社長からSDGsに対
する考え方について講話が
ありました。田中組の経営
理念は「お客様第一主義」
「社員の幸福」「地域社会性」
「経営は継栄」。お客様のた
め、自分のため、地域のため

に行う先には「未来」「次世
代の担い手」があります。歴
史の一瞬を生きている私達
には、後世に繋いでいく責
務があり、SDGsと経営理念
は親和性が高いものとなっ
ています。
　講師としてお呼びした東
邦産業㈱五十嵐様（SDGsビ

ジネスコンサルタント）か
らも「田中組の経営理念に
沿った行動そのものがSDGs
達 成 に 繋 が っ て い く」と
お話がありました。また、
SDGsの基本や、持続可能を
実現するために企業として
の取り組み方についてお話
しいただきました。

SDGs推進チーム
　「田中組」としてSDGsに
取り組むためチームを発
足。イベント後にメンバー
を募集したところ10名以上
から立候補がありました。
田中組としてSDGs達成に
向けた取り組みが本格ス
タートしました！

　2021年4月、リニューアル
により使用しなくなった作業
着の有効活用として利用した
「古着deワクチン」。今回は
その第2弾としてスタッフの
他、お客様やパートナー会社
の方々にご寄付いただいた古
着の発送準備をスタッフ総出
で行いました。
　集まった古着類は全部で
666点。専用袋6つ分となり、
30名分のワクチンを届ける
ことができました。



3月6日▶合同説明会「就職縁日」参加予定＠朱鷺メッセ

3月17日▶新潟国際情報大学 学内合同説明会参加予定　

3月誕生日▶齋藤さん・髙橋さん・坂爪さん・金子さん・小田
さん・小泉さん。おめでとうございます！　新潟市内の各区で行われ

る清掃ボランティア活動へ
の参加や、中央区白山浦に
あるポケットパークの清掃
を毎月行っています。地域

の皆様への恩返しのため、
安全にそして心地よく過ご
せるよう活動しています。
また、街づくりの一端を担
う建設会社として、利用者

様の目線に立ち環境改善の
きっかけに気付く場であ
り、スタッフ同士の新たな
コミュニケーション創出の
場でもあります。

入社のきっかけ
前職と同じ不動産関係の仕事
で経験を活かしたいと考えて
いました。出産を経験し、小
さな子供と生活しながら新し
い働き方を模索していたとこ
ろ、田中組の求人を見つけま
した。面接を通して田中組で
なら活躍できるかもしれない
と感じ、一緒に働かせていた
だいています。

現在の担当業務
管理物件の契約書作成や、請求
書の処理など、賃貸管理に係る
事務処理等を行っています。前
職でのスキルを活かし、チラシ
制作をすることもあります。
趣味
映画鑑賞が好きで、サブスクリ
プションを利用して週に3本
ほど観ています。年に150本観
るのが今年の目標です！

Prof ile
1989年6月30日生まれ。
新潟県三条市出身。
前職で不動産の広告作成を経験し
た後、2019年に田中組へ入社。

TANAKA’S STAFF

インターンシッ
プ開催
2月2日と14日に2023
年卒学生向けにイン
ターンシップを開催！
賃貸マンションの写真
撮影や、施工現場の見
学を行いました。

NEWふふ丸グッズ
ふふ丸グッズにボール
ペン・ポーチ・ポリ袋（2
種類）が新たに仲間入
り！ふふ丸看板や作業
着に合わせ、ブルーを取
り入れたデザインに。イ
ベントや特典等でお配
りします！

資格取得NEWS
不動産コンサルティン
グマスターに土沼さん
が、1級建築施工管理
技士に本間さんと金子
さんが合格しました！
より良いサービスを提
供するため、資格取得
奨励制度があり知識向
上に努めています。

私が担当
しました

　この度、新潟県様発注で、
既存ポンプ棟の耐震改修工
事を担当させて頂きました。
久しぶりの官公庁工事だっ
たため、緊張しました。
　室内では機械が稼働して
いたため、モーター等に粉塵
が入らないように細心の注
意を払う必要があり、コンク
リート打設も苦労しました。
　県の担当者様、施設長様と

電話やメールでのやり取り
だけではなく、極力お伺いす
るようにし信頼関係の構築
に努めた結果、工事成績でも
良い評価を頂くことができ
ました。
　今回の現場では工事の奥
深さを改めて感じ、多くの気
付きを頂く機会となりまし
た。今後に活かせるようにし
ていきたいと思います。

場の環境整備も重要視して
いこうと考えています。
　「お客様がご覧になられた
らどう思うだろう？」「新し
いスタッフが入社したらこ
の表示で理解できるか？」
「どうやったらみんなが使い
やすくなるだろう？」そんな
ことを意識しながら環境整
備を行って欲しいです。環境
整備は新しい気付きを得る
場、そして人が正しく発展繁
栄していくための基本的な
活動だと考えています。環境
整備を通してスタッフ同士
の心を通わせ、皆さんと一緒
にもっと働きやすい会社に
していきたいと思います。　

です。ただキレイにすること
が目的ではありません。働き
やすい環境づくりが目的で
す。例えば、物が多いと探す
手間がかかり、余計な仕事が
増えます。探す時間は業務で
はありません。だから、いら
ない物をとにかく捨てる。そ
れだけで業務効率が上がり、
生産性が向上します。結果、
利益改善に繋がるという相乗
効果を得ることができます。
　建設現場でも物が無くな
ることで作業エリアが見え
やすくなり、安全管理がしや
すくなります。現在では本社
と営業所を中心に環境整備
を行っていますが、今後は現

　2019年12月に環境整備
キックオフがあり、翌年1月
から本格スタート。環境整備
を始めてからおよそ2年が
経過しました。この2年で新
しい仲間も増えました。ス
タッフの皆さんに日々取り
組んで頂いている環境整備
の目的を今一度振り返りた
いと思います。
　環境整備では、毎日決めら
れた場所を清掃したり、毎月
計画した場所を整理整頓した
りと、ただの掃除だと感じて
いる方もいらっしゃるかもし
れませんね。環境整備とは、
仕事をやりやすくする「環
境」を「整」えて「備」えるもの

TANAMAGAはSDGs達成に協力しています


